







The Globalization of Health and Relaxation: 


































2. 考察と結果  










	 第 III 章では，タイ・マッサージが医療化される過程において，その知識がいかに体系化・
制度化されたかを明らかにした．タイ政府のタイ式医療生成という試みの中でタイ・マッサー











	 第 V 章では，タイ・マッサージの医療観光化の具体的な事例として，ヘルス・ツーリズムの
発展とその中でのタイ・マッサージの役割を明らかにした．タイのヘルス・ツーリズムはスパ
のグローバリゼーションを背景としながら，タイ・マッサージを中核的セラピーにすることで
〈タイ式スパ〉という独自な様式を創り上げた．伝統医療や補完代替医療を組み込んで発展す
る今日のスパにおいて，医療化したタイ・マッサージは有用な資源とみなされるようになって
いる．また，観光化によって東洋的セラピーと見なされるようになっていたタイ・マッサージ
はタイ式スパを西洋式スパから差異化させる要素にもなっている．これらに加えて観光で創ら
れた〈ホスピタリティ〉のイメージが合わさって，タイ・マッサージとタイ式スパはグローバ
ル・スパ産業の中で今日のような活況を生み出していると考えられた． 
	 以上のごとく，タイ・マッサージの医療観光化はタイ政府による「国民文化」化と，観光と
いう文脈で西洋人とタイ人が為したグローバル化を原因として生じたと結論される．タイ・マ
ッサージを中核とするヘルス・ツーリズムの活況はそうした相反すると見なされがちな 2 つの
力学の均衡の上に成立していると言えるだろう． 
	 
